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   5.1 設計プロセス


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ル ネ ッ サ ン ス
ル ネ ッ サ ン ス
バ ロ ッ ク
バ ロ ッ ク ロ コ コ 世 紀 末 二 〇 世 紀
（ 広 場 ・ 公 園 ・ 庭 園 の 結 合 ）
イ タ リ ア ・ フ ラ ン ス の
伝 統 様 式 庭 園
（ ロ マ ン テ ィ ッ ク
ガ ー デ ン ）
イ ギ リ ス
風 景 式 庭 園
（ ナ チ ュ ラ ル ）
オ ル ム ス テ ッ ド 公 園
新 古 典 主 義
ア ー ル ・ ヌ ー ボ ー









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ガ ー デ ン の 時 代… 古 典 を 通 じ て 自 然 を 見 る （ 中 世 ｜ ル ネ ッ サ ン ス か ら 一 九 世 紀 ま で ）
木 の 抽 象 化
機 能 の ユ ニ ッ ト
キ ュ ビ ズ ム
多 義 性
都 市 思 想
組 織 事 務 所
自 然 主 義























































































































































































































































































































M ILLER  HOUSE ,1955年：Dan K i ley
Rose  House ,1953年：James  C .  Rose
ハーリンゲン近くのキャンプパーク,1955年：Garret t  Eckbo
200家族の移住労働者キャンプ地,1955年：Garret t  Eckbo
サンクラメント平野グリードレイの小公園,1955年：Garret t  Eckbo
MILLENNIUM TOWER ,1998年：Dan K i ley
P lace  du  Généra l  Lec le rc ,1992年：Yves  B run ie r




Eudox ia ,1987年：Michae l  Van  Va lkenburgh
Ice  wa l l , 1981~1988年：Michae l  Van  Va lkenburgh
Tanner  Founta in ,1985年：Peter  Wa lker
MASTERPLAN PARK21 ,1995年：VISTA
URBAN GARDEN IN  NØRRESUNBDY,2005年：STIG  L .  ANDERSSON
GREENWICH PENINSULA ,2000年：Miche l  Desv igne









SOD Maze ,1944年：Richard  F le i schner
A  L ine  Made  by  Wa lk ing ,1967年：Richard  long
Sp i ra l  Je t ty ,1970年：Rober t  Smi thson
Par i cut in  Vo lcano  P ro jec t ,1970年：Peter  Hutch inson
The  L ightn ing  F ie ld ,1977年：Wal te r  De  Mar ia
































U R B A N  G A R D E N  I N  N O R R - S U N B D Y
2 0 0 5 年
S T I G  L .  A N D E R S S O N
アスファルト面にわずかな起伏を計画し、恣意的 に 水 た ま
りをつくることで敷地全体の過ごし方に変化をあたえた 。
E u d o x i a
1 9 8 7 年
M i c h a e l  V a n  V a l k e n b u r g h
軸対象を微妙にずらした屋外空間の計画が描かれ た ４ 枚 の
絵は四季による天候の変化を空間デザインへ取り 込 む こ と
を示した。
I c e  w a l l
1 9 8 1 ～ 1 9 8 8 年
M i c h a e l  V a n  V a l k e n b u r g h
ハーバード大学にて行われた実験的なプロジェク ト 。 寒 気
に格子状の面で構成されるフェンスに毎日水をか け る こ と
でやがて氷の壁を形成する。
T a n n e r  F o u n t a i n
1 9 8 5 年
P e t e r  W a l k e r











S p i r a l  J e t t y
1 9 7 0 年
R o b e r t  S m i t h s o n
グレイトソルトレイクの湖畔に渦巻状の突堤を築き 、 水 位
の変化や塩分濃度の変化を可視化した。
S O D  M a z e
1 9 4 4 年
R i c h a r d  F l e i s c h n e r
芝生の起伏の影が太陽の位置によって強弱がつけら れ た り
落ち葉が溝に入ることによって敷地の解釈を時間や 天 気 に
より異なるものにしている。
P a r i c u t i n  V o l c a n o  P r o j e c t
1 9 7 0 年
P e t e r  H u t c h i n s o n
活火山の火口付近に袋詰めしたパンを並べ、腐食し て い く
とともに黄色い道を作り出し、地熱を顕在化させた 。
T h e  L i g h t n i n g  F i e l d
1 9 7 7 年
W a l t e r  D e  M a r i a
平原に 4 0 0 個のステンレスのポールを立てた彫刻作 品 。 雷 雲











S U M M E R  P A R K
2 0 0 7 年
M i c h e l  D e s v i g n e
格子状の脆弱な区画線を用意し、管理されながら そ の 風 景
を移り変わることを前提に計画されると同時に管 理 に も 美
的視点を必要としている。
G R E E N W I C H  P E N I N S U L A
2 0 0 0 年
M i c h e l  D e s v i g n e
3 . 5 m 間隔でシデの木をびっしり植え、成長に応じ て 木 を 間
引いてゆくことで強い木を残しながらフレキシブ ル な 未 来
を含む風景が描かれている。
M A S T E R P L A N  P A R K 2 1
1 9 9 5 年
V I S T A
水位と土壌条件の設定によって長期間にわたる景 観 の 変 容
をコントロールする整備計画。
G E N E R A L  M I L L S  E N T R Y  L A N D S C A P E
1 9 8 9 ‒ 1 9 9 1
M i c h a e l  V a n  V a l k e n b u r g h
プレーリーの地域に根付いた野焼きによる風景の 変 化 を デ
ザインに取り入れた。
C a b l e  P i e c e
1 9 7 7 年
B e t t y  B e a u m o n t
芝生に鉄製のワイヤーを円形に設置した。ワイヤ ー は や が
て土に埋まるが、鉄分が過剰に含有する土壌では 芝 が 育 た
ず、白いラインとなって柔らかな境界を作る。
A  L i n e  M a d e  b y  W a l k i n g
1 9 6 7 年
R i c h a r d  l o n g
芝生を何度も往復し、道を作るランドアート。そ の 道 は 時











































































































































































































































































































































1) 「10+1 | 今日の、そしてこれからの地方の公共建築の望ましいあり方」
3)「曖昧の七つの型」：ウィリアム・エンプソン  岩崎 宗治 訳
4) 「モダンランドスケープアーキテクチュア」:マーク・トライブ 編・三谷徹 訳
5) 「景観論」:ガレット・エクボ 
6) 「Living in landscape」 : ガレット・エクボ 
7) 「アーバンランドスケープデザイン」 : ガレット・エクボ 
8) 「アメリカランドスケープの思想」：都田徹 中瀬勲 
9) 「ランドスケープの近代　建築・庭園・都市をつなぐデザイン思考」
　　：佐々木葉二 三谷徹 宮城俊作 登坂誠 
　　　より「存在と状況」:ロバート・アーウィン 
10) 「テキストランドスケープデザインの歴史」
11) 「ガレット ·エクボの初期作品にみる形態の曖昧性」:村上修一 
12) 「ジェームス・ローズの空間形態にみる曖昧性」:村上修一 
13) 「DAN KILEY IN HIS OWN WORDS」
14) ランドアートと環境アート：ジェフリー・カストナー 編　
　　　　　　　　　　　　　　　ブライアン・ウォリス 概説
15) 建築文化 vol.55 no.649 2000.11 ランドスケープ特集
16) SD88 08 アメリカン・ランドスケープアーキテクチュア
17) SD84 04 庭園：虚構仕掛のワンダーランド
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